
　　　この手引は、供託オンライン申請の手続のうち 『「申請書情報」の入力方法』 について、簡単

　 に説明したものです。

　　　供託オンライン申請に関する一連の手続については、『 「供託かんたん申請」御利用の手引』

　 又は『「申請用総合ソフト」による供託申請の手引』で御確認ください。

　　 

　 ☎ 078-392-1821（代表） 　

業務時間：８時３０分～１７時１５分（土・日・祝日等を除く。）

「申請書情報入力」の手引

◎ 御不明な点等がございましたら、お気軽に法務局までお問い合わせください。

神 戸 地 方 法 務 局　供 託 課　　　

供託オンライン申請のための

係員が御説明いたします。

供オ手引４(R5.1)



◎　目　次

　第１　地代・家賃の弁済供託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

　第２　裁判上の保証供託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８　

　第３　給与の執行供託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３　

　第４　その他の供託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９　

　　（地代・家賃以外の弁済供託、休眠担保権抹消のための供託、
 　　選挙供託、給与以外の執行供託）

この手引は、申請書作成画面における「申請書情報」の入力方

法について、説明したものです。

※ 申請書作成画面以外の画面の入力方法等については、『「供託かんたん申請」御利

用の手引』又は『「申請用総合ソフト」による供託申請の手引』で御確認ください。

また、「申請者情報」の具体的な入力内容について、御不明な点等がありましたら、

法務局にお問い合わせください。

なお、一般的な記載例については、法務省のホームページに掲載されています（「法

務省 供託 記載例」で検索してください。）。



　　③　最後に、「供託所選択」画面から、該当する供託所（法務局）を選択してください。

　　①　最初に、「供託所選択」をクリックしてください。

　　②　次に、「都道府県選択」画面から、該当する都道府県をクリックしてください。

１ 供託所の表示欄 ※ 管轄供託所（法務局）が神戸地方法務局の場合

第１ 地代・家賃の弁済供託

｢供託（金銭）地代家賃弁済｣の申請書作成画面を表示させた上、以下の
とおり、各欄を順次入力してください。

【供託かんたん申請】

【供託かんたん申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

クリック

クリック

クリック

クリック

クリック

クリック
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※　１人目の供託者（被供託者）を入力した上、｢別添のとおり｣にチェックを入れてください（２人目から

　の入力方法は、『「申請用総合ソフト」による供託申請の手引』を参照願います。）。

【供託者が法人の場合（代理人申請）】

２ 供託者欄

【供託者が個人の場合（本人申請）】

【供託者が個人の場合（代理人申請）】

【供託者が法人の場合（本人申請）】

供託者（被供託者）が複数の場合・・・

「供託かんたん申請」では複数の供託者（被供託者）を入力することができません。必ず申請

用総合ソフトを御使用ください。

※ 一般的な入力例

※選択すると、入力欄に自動で入

力されます。「代理人」の文言の入

力が必須になります。

入力すると、

「登記事項証明書」が

省略できます。

選択すると、入力欄に自動で入力

されます。「代表者」の文言の入力

が必須になります。
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【被供託者が法人の場合】

３ 被供託者欄

【被供託者が個人の場合】

５ 契約内容欄

※ 一般的な入力例

※ 一般的な入力例

※ 数字は全角で入力してください。

※ 月・年・その他は、選択すると自動反映されるため、入力は不要です。

※ 数字は全角で入力してください。

※ オンライン申請の場合、「㎡」と入力することはできません。

「平方メートル」と入力してください。

４ 法令条項欄

※ 当てはまる方を選択してください。

※ 上を選択した場合、「民法第４９４条」が、

下を選択した場合、７ 供託の事由欄 を入力すると、

その内容に伴って、「民法第４９４条第○項（第○号）」が、

自動で反映されます。

※ 代表者の氏名は入力不要です。

※ 現在の住所が不明の場合は、

冒頭に「（最後の住所）」と入力してください。
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６ 供託する賃料欄

７ 供託の事由欄

【受領拒否①】

【受領拒否②】

【受領不能】

【債権者不確知】

※ 一般的な入力例

※ 一般的な入力例

※ 半角の数字を入力してください。 ※ 全角又は半角のいずれでも入力可能です。

※ 最大１４文字まで入力可能です。

※ 半角の数字を入力してください。 ※ をクリックした後、数字を選択してください。
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※　半角の数字を入力してください。また、冒頭の「金」や三桁ごとの区切りの「、」は入力不要です。

８ 供託金額欄

９ 供託により消滅すべき質権又は抵当権欄

入力不要

地代や家賃などの弁済供託の場合、この欄の入力は不要です。

１０ 反対給付の内容欄

※ 一般的な入力例

※ 一般的な入力例

該当事項がある場合にのみ入力してください。

１１ 送付する添付書面欄

該当する書面（委任状、資格証明書等）がある場合、チェックしてください。

１２ 供託通知書発送請求欄

供託所（法務局）に、被供託者（相手方）への供託通知書の発送を請求される場合、チェック

してください。
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（＊　申請用総合ソフトによる申請の場合にのみ表示されます。）

１４ 供託書正本欄

希望される供託書正本の受取方法（「窓口」又は「送付」）に応じて、該当欄をチェックしてくだ

さい。

希望される供託書正本の種類及び受取方法に応じて、該当欄をチェックしてください。

（供託書正本の種類）

① 電子供託書正本

② 電子供託書正本＋みなし供託書正本（注）

③ 書面の供託書正本

（受取方法（みなし供託書正本及び書面の供託書正本）） ※ 電子供託書正本はオンラインによる提供のみ

① 窓口

② 送付

（注） 電子供託書正本とセットの場合にのみ取得が可能な書面

１５ 大量供託添付ファイル欄

一般的な供託申請の場合は、入力不要です。

【供託かんたん申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

１３ 登記事項証明書提示欄

会社法人等番号を入力する場合は、チェック不要です。

供託者が個人の場合もチェック不要です。
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　　　　【上記以外の主な入力例】

　　①　○円の賃料増額請求に対し、供託者が相当と考える賃料の増額分○円を加算して提供したものである。

　　②　賃借人Ａは平成○年○月○日死亡し、その相続人はＢ、Ｃ、Ｄであるが、Ｂが全相続人のために供託する。

　　③　共益費○円を含めて供託する。

　　④　提供の遅れた○日分につき、年○分の割合による遅延損害金○円を付して提供したものである。

       

（＊　供託かんたん申請の場合にのみ表示されます。）

１６ 備考欄 ※ 一般的な入力例

該当事項がある場合にのみ入力してください。

１７ 補正申請欄

補正申請の場合にのみ入力してください。

※ 補正申請の方法については、『「供託かんたん申請」御利用の手引』又は『「申請用総合ソ

フト」による供託申請の手引』を参照願います。
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　　③　最後に、「供託所選択」画面から、該当する供託所（法務局）を選択してください。

　　①　最初に、「供託所選択」をクリックしてください。

　　②　次に、「都道府県選択」画面から、該当する都道府県をクリックしてください。

１ 供託所の表示欄 ※ 管轄供託所（法務局）が神戸地方法務局の場合

第２ 裁判上の保証供託

｢供託（金銭）裁判上の保証及び仮差押、仮処分解放金｣の申請書作成
画面を表示させた上、以下のとおり、各欄を順次入力してください。

【供託かんたん申請】

【供託かんたん申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

クリック

クリック

クリック

クリック

クリック

クリック
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２ 供託者欄

【供託者が個人の場合（本人申請）】

【供託者が個人の場合（代理人申請）】

【供託者が法人の場合（本人申請）】

【供託者が法人の場合（代理人申請）】

供託者が複数の場合・・・

「供託かんたん申請」では複数の供託者を入力することができません。必ず申請用総合ソフト

をご使用ください。

※ 一般的な入力例

※選択すると、入力欄に自動で入

力されます。「代理人」の文言の入

力が必須になります。

入力すると、

「登記事項証明書」が

省略できます。

選択すると、入力欄に自動で入力

されます。「代表者」の文言の入力

が必須になります。
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※　代表者の氏名は入力不要です。

※　数字は全角で入力してください。

（注）法律名や条項の番号は、事案によって異なります。

※　１人目の被供託者を入力した上、｢別添のとおり｣にチェックを入れてください（２人目か

　らの入力方法は、『「申請用総合ソフト」による供託申請の手引』を参照願います。）。

３ 被供託者欄

【被供託者が個人の場合】

【被供託者が法人の場合】

４ 法令条項欄

被供託者が複数の場合・・・

「供託かんたん申請」では複数の被供託者を入力することができません。必ず申請用総合ソ

フトをご使用ください。

※ 一般的な入力例

※ 一般的な入力例（強制執行

停止の保証の場合）５ 裁判所の名称及び件名等欄

※ 一般的な入力例（強制執行停止の保証の場合）

※ 数字は全角で入力してください。
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　　※　該当欄にチェックを入れてください。

※　半角の数字を入力してください。また、冒頭の「金」や三桁ごとの区切りの「、」は入力不要です。

８ 送付する添付書面欄

該当する書面（委任状等）がある場合、チェックしてください。

１０ 供託書正本欄

希望される供託書正本の受取方法（「窓口」又は「送付」）に応じて、該当欄をチェックしてくだ

さい。

６ 供託の原因たる事実欄

７ 供託金額欄 ※ 一般的な入力例

次ページへ

※ 一般的な入力例（強制執行

停止の保証の場合）

【供託かんたん申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

９ 登記事項証明書提示欄

会社法人等番号を入力する場合は、チェック不要です。

供託者が個人の場合もチェック不要です。
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（＊　申請用総合ソフトによる申請の場合にのみ表示されます。）

（＊　供託かんたん申請の場合にのみ表示されます。）

１１ 大量供託添付ファイル欄

一般的な供託申請の場合は、入力不要です。

１２ 備考欄 ※ 一般的な入力例

該当事項がある場合にのみ入力してください。

１３ 補正申請欄

希望される供託書正本の種類及び受取方法に応じて、該当欄をチェックしてください。

（供託書正本の種類）

① 電子供託書正本

② 電子供託書正本＋みなし供託書正本（注）

③ 書面の供託書正本

（受取方法（みなし供託書正本及び書面の供託書正本）） ※ 電子供託書正本はオンラインによる提供のみ

① 窓口

② 送付

（注） 電子供託書正本とセットの場合にのみ取得が可能な書面

補正申請の場合にのみ入力してください。

※ 補正申請の方法については、『「供託かんたん申請」御利用の手引』又は『「申請用総合ソ

フト」による供託申請の手引』を参照願います。
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　　①　最初に、「供託所選択」をクリックしてください。

　　②　次に、「都道府県選択」画面から、該当する都道府県をクリックしてください。

　　③　最後に、「供託所選択」画面から、該当する供託所（法務局）を選択してください。

１ 供託所の表示欄 ※ 管轄供託所（法務局）が神戸地方法務局の場合

第３ 給与の執行供託

｢供託（金銭）給与債権執行｣の申請書作成画面を表示させた上、以下の
とおり、各欄を順次入力してください。

【供託かんたん申請】

【供託かんたん申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

クリック

クリック

クリック

クリック

クリック

クリック
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※　数字は全角で入力してください。

２ 供託者欄

【本人（会社等）が申請する場合】

【代理人が申請する場合】

３ 被供託者欄

４ 法令条項欄

以下のような場合を除き、被供託者欄は入力不要です。

① 金銭債権の一部の差押えを受けて債権の全額を供託する場合

② 仮差押えの執行に伴う供託の場合

※ 一般的な入力例

※ 一般的な入力例（差押えが１件の場合）

御不明な点は、法務局までお問い合わせください。

差押えの数や内容によって、この欄に入力する法律名や条項の番号が異なります。

御不明な点は，法務局までお問い合わせください。

入力すると、

「登記事項証明書」が

省略できます。

選択すると、入力欄に自動で入力

されます。「代表者」の文言の入力

が必須になります。
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５ 供託の原因たる事実欄（その①）

供託者は、 に対して令和 年 月分の給与（支給日令和 年 月 日、支給場所 ）金 円を支払うべ

き債務を負っているところ、同人の供託者に対する給与債権について給与支給額から法定控除額を控除した残額の

４分の１（ただし、同残額の４分の３に相当する額が３３万円を超えるときは、その超過額）を 差し押さえる旨の下記

差押命令が相次いで送達されたので、給与支給額から法定控除額 円を控除した額の４分の１（ただし、控除した残

額が４４万円を超えるときは、同残額から３３万円を控除した額）に相当する金 円を供託する。

あらかじめ以下の「入力フォーマット」が登録されています。

差押えの具体的な内容に応じて、追加入力や修正をしてください。

供託者は、従業員である甲県乙市丙町二丁目２番２号 乙野次郎に対して令和３年７月分の給与（支給日令和３年

７月２５日、支給場所供託者本店）金２５０，０００円を支払うべき債務を負っているところ、同人の供託者に対する給与

債権について給与支給額から法定控除額を控除した残額の４分の１（ただし、同残額の４分の３に相当する額が３３

万円を超えるときは、その超過額）を差し押さえる旨の下記差押命令が送達されたので、給与支給額から法定控除額

５０，０００円を控除した額の４分の１（ただし、控除した残額が４４万円を超えるときは、同残額から３３万円を控除した

額）に相当する金５０，０００円を供託する。

入力に際しては、特に以下の点に注意してください。

１ 数字は全角で入力してください。

２ 差押えの対象が「給与」ではなく「賞与」の場合

→ 「入力フォーマット」１行目、２行目（２箇所）及び４行目の「給与」（全４箇所）を「賞与」に修正してください。

３ 「入力フォーマット」３行目の「～ 差し押さえる旨～」について

→① 仮差押えのみの場合は、「仮に差し押さえる旨」としてください。

② 差押えと仮差押えの両方がある場合は、「（仮に）差し押さえる旨」としてください。

４ 「入力フォーマット」４行目の「～差押命令が相次いで送達～」について

→① 差押えが１件のみの場合は、「差押命令が送達」と修正してください。

② 差押えが２件以上の場合は、修正不要です。

③ 仮差押えが１件のみの場合は、「仮差押命令が送達」と修正してください。

④ 仮差押えが２件以上の場合は、「仮差押命令が相次いで送達」と修正してください。

⑤ 差押えと仮差押えの両方がある場合は、「差押命令及び仮差押命令が相次いで送達」と修正し

てください。

※ 一般的な入力例（差押

えが１件の場合）

入

力

例

※ 以下の入力例では、追加入

力事項を赤字、修正事項を青

字で表示しています。
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  ※　半角の数字を入力してください。また、冒頭の「金」や三桁ごとの区切りの「、」は入力不要です。

※　３件目までの差押えを入力した上、｢別添のとおり｣にチェックを入れてください（４件目か

　らの入力方法は、『「申請用総合ソフト」による供託申請の手引』を参照願います。）。

６ 供託の原因たる事実欄（その②）

７ 供託金額欄 ※ 一般的な入力例

８ 供託により消滅すべき質権又は抵当権欄，反対給付の内容欄

入力不要

給与などの執行供託の場合、これらの欄への入力は不要です。

差押えが４件以上の場合・・・

「供託かんたん申請」では４件以上の差押えを入力することができません。必ず申請用総合ソ

フトをご使用ください。

※ 一般的な入力例（差押

えが１件の場合）

※ 半角

※半角

※ 全角の数字を入力してください。

なお、冒頭の「金」は入力不要です。

令和 3

7

25

令和 3
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【供託かんたん申請】

【申請用総合ソフトによる申請】

９ 送付する添付書面欄

該当する書面（委任状等）がある場合、チェックしてください。

１０ 供託通知書発送請求欄

上記３で被供託者欄への入力を行った場合で、供託所（法務局）に、被供託者への供託通知

書の発送を請求されるときにのみ、チェックしてください。

１２ 供託書正本欄

希望される供託書正本の受取方法（「窓口」又は「送付」）に応じて、該当欄をチェックしてくだ

さい。

１１ 登記事項証明書提示欄

会社法人等番号を入力する場合は、チェック不要です。

供託者が個人の場合もチェック不要です。
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（＊　供託かんたん申請の場合にのみ表示されます。）

１３ 備考欄

１４ 補正申請欄

希望される供託書正本の種類及び受取方法に応じて、該当欄をチェックしてください。

（供託書正本の種類）

① 電子供託書正本

② 電子供託書正本＋みなし供託書正本（注）

③ 書面の供託書正本

（受取方法（みなし供託書正本及び書面の供託書正本）） ※ 電子供託書正本はオンラインによる提供のみ

① 窓口

② 送付

（注） 電子供託書正本とセットの場合にのみ取得が可能な書面

給与などの執行供託の場合、通常はこの欄への入力は不要です。

補正申請の場合にのみ入力してください。

※ 補正申請の方法については、『「供託かんたん申請」御利用の手引』又は『「申請用総合ソ

フト」による供託申請の手引』を参照願います。
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第４ その他の供託

① 地代・家賃以外の弁済供託

② 休眠担保権抹消のための供託

③ 選挙供託

④ 給与以外の執行供託

これらの供託の場合は、最初に｢供託（金銭）その他｣の申請書
入力画面を表示させてください。

その後、①～③については、「第１ 地代・家賃の弁済供託」（ｐ
１～）を、④については、「第３ 給与の執行供託」（ｐ１３～）を参
考に入力してください。

なお、入力に際しては、下欄も参考にしてください。

１ ①地代・家賃以外の弁済供託について

（受領拒否の入力例）

【供託の原因たる事実欄の入力例】
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【供託の原因たる事実欄等の入力例】

【被供託者欄の入力例】

２ ②休眠担保権抹消のための供託について

当該入力も必要となりますので、忘れないように注意してください。

３ ③選挙供託について

数字は、全角で入力してください。

・ 「氏名又は法人名」欄に、選挙の種類に応じて、「国」、「○○県」、「○○市」又は「○○町」と

入力してください。

・ 「住所又は法人所在地」欄は入力不要です。

数字は、全角で入力してください。
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【法令条項欄の入力例】

【供託の原因たる事実欄】

【備考欄】

【供託の原因たる事実欄】

４ ④給与以外の執行供託

数字は，全角で入力してください。

・ 数字は全角で入力してください。

・ 「衆議院比例代表選出議員」の場合は「公職選挙法第９２条第２項」、「参議院比例代表選

出議員」の場合は「公職選挙法第９２条第３項」となります。

数字は，全角で入力してください。

数字は，全角で入力してください。
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